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夏 秋 トマ トの側枝果房 利用 によ る後期生産 力の 向上

第 1報 側枝果房の利用法について
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岩手県の夏秋 トマト栽培上の問題点として,中高段果房の

着果不良や裂果の多発などによる生育後期の品質収量の低

下がある。そのため裂果,病害などの軽減を主目的とした,

いわゆる「雨よけ栽培 」を導入する農家も多くなってきて

いるが,中高段果房の着果不良による後期収量の低下は依

然残された大きな問題点である。

本研究は側枝果房の利用で生育後期の品質収量の向上を

図ったものであるが,こ の試験着手の背景として トマトの

栽培様式が竹支柱による合掌方式か らネットを利用 したパ

イプ支篠様式に変ってきており,側枝利用が容易になった

こともあげられる。

トマトのlll枝利用に関する試験例は多いが,夏秋 トマト

生育後期の品質収量の向上を主なねらいとした報告例はあ

まりみられない。そこで今回は後期の品質収量向上のため

のlll枝 の利用法について検討したのでその結果について報

告する。

2試 験 方 法

利用側伎は主枝の各果房直下から発生する側芽とし,昭

和 54年は主に低段位,55年は中高段位からの発生側枝で検

討した。

表 1 供試条件

4果 ,側枝果房は 2果 とした。

供試品種は昭和54年強力米寿,55年 あづさで,1区 16イ

(40株 )2区制で行った。

播種期はそれぞれ3月 22日 (定植期 5月 18日 ).3月 24

日(同 5月 1,日 )と し,施肥量 C″1)は 基肥N-15 P205
-31 K20-15追 肥N-16P20o― o4聰 0-16,

栽植様式は畦幅200m,株 間40m,2条 (条 FL570")と した。

3 試 験 結 果

側伎の発生部位 と品質収量の関係を知ろうとして昭和54

年は主に低段位からの発生側枝で検討 した。その結果 ,収

量は側枝数が多い区ほど勝 り,1～ 6段側枝利用区は慣行

区に比べ34%多いa当 たり1,044りであった。

時期別収量では側枝利用区の後期収量が明ら力,こ 高 く,

特に高段側技までを利用 した 1～ 6段側校区の 9月 収量は

慣行区の約 35倍 の収量であった。

しかし果実の大きさは全般に側枝利用により劣る傾向が

みられ,特に低段からの則枝利用区で劣った。

またこの年は裂果,す じぐされ果等が多発 t/たが,側枝

利用により販売できなぃ程度の大きぃ裂果の軽減効果は顕

著にみられたものの,す じぐされ果は多かった。

前年の結果から昭和55年 は品種をすじぐされ果の発生が

少ない「あずさ」に変え,側校の発生部位も中高段からの

発生側枝に変更し検討した。

この結果 ,側枝利用本数 と収量の関係では前年と同様の

傾向がみられ,特に9月 以降の後期収量では3～ 6段側枝

区が慣行区より61%も 多く,全収量でも16%多い8当 たり

1,191りであった。

しかし,果実の大きさと側校利用の関係では,前年同様

側枝数の多い区ほど劣る傾向がみ られた。側技発生部位と

果実の肥大性 との関係では,低段位の側枝不り電区に比較し,

中高段からの側枝利用区の果実の肥大力勝 る傾向わち られ ,

これら処理区は商品価値の高い180～ 280夕 前後の大 きさ

の絶対量ではle行区対比 113%前 後と多かった。

昭和55年は雲雨天が続いたため裂果の発生が少なかった

が ,側赫 lRによる裂果の軽減効果は前年同様認められ,

特に高段位からの側枝利用区で程度別の大きい裂果の発生

① l～ 2段果房直下側枝利用 (側枝数 2本 )

② l～ 4   ″   ( ″ 4本 )

① O～ 4段果房直下側枝利用 (側枝数 2本 )

( ″ 3本 )

( ″ 4本 )

側枝は第 1果房上 2葉残し摘心 し,着果量も主枝果房は
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が少なかった。

次に主枝,側枝の各果房 ことの収穫時期を知るため,果

房別の時期別収穫率をみたが,9月以降収穫期に達する果

房は主枝では 5段果房以上 ,側校では主枝の第 3段果房直

下から発生する側枝果房以上であった。

表 2 収量 と果実の大 きさ

注 ※ 54年の病果は大半がすじぐされ果

表 3 時期別収量 (40株 当た り)

従って目的とする後期収量安定化のための側枝利用法は

主枝の第 3果房以上の側枝でよいものと考えられるが,果

実の肥大性向上のための栽植様式,施 肥,結果量等につい

ては引 き続き検討する必要がある。
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① l～ 2段側枝
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⑤ 慣 行 区

201

217

187

191

237

191
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221
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148
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895

706
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20 1
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12 6
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5

① 3～ 4段 lll枝

② 3～ 5 ″

③ 3～6 ″

④ l～ 6 ″

⑤ 慣 行 区

191
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114
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549

555

495

496
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60
43
40
6(
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114
7,
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４

Ю

■
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451

671

表 4 裂果程度別発生率

4 ま め

注 ※裂果程度別
A:果実へた部～外周の%以上

B:  ″ %～%
C:  ″ %以下

(販売不可 )

(販売可 )

(販売可 )

夏秋 トマ ト栽培上の問題点となっている生育後期の品質

収量の向上を図るため側枝果房利用法について検討 した。

側枝果房利用による後期収量の増収効果は著しく,合せ

て裂果の軽減による品質向上も認められた。

しか し果実の肥大性では,側枝数が多いほど大果率が低

下する傾向がみられ,側伎の発生節位との関係では低段か

らの側枝利用はど劣る傾向が認められた。

時期別収量 ,果実の肥大性,裂果の軽減効果等か ら目的

とする夏秋 トマト後期生産力向上のための側枝利用法は主

校の第 3～ 6果房直下側枝 (側枝数 4本 )でよいものと考

えられる。


